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研究成果の概要（和文）：成果概要：信仰寺院－巡礼路に沿い北部のチベットへ文化圏の発展する様相を明らか
にした。研究は北西インドのインド／パキスタンの国境沿いにインダス－ジェラム、スワート川一帯が同時に中
央アジアとインド、さらに東南アジアを巡礼路で結びつけ、美術様式でガンダーラ-マツゥーラ、インド中央部
のグプタ－後期グプタ美術へと継承する美術の内容を検証した。本研究目的がヒマラヤ山脈周縁を囲む文化圏と
巡礼路の仏教と密教および土着の信仰のなかの美術/工芸と芸能に焦点に沿う成果となった。さらにヒマラヤ周
縁の信仰と美術は、仏教、密教、ヒンズー信仰をもとに西アジアと各地の伝統と一体化したことが遺跡や遺物の
調査で判明した。

研究成果の概要（英文）：  Summary of the study and surveys shows the existence the pilgrims routes 
as Himalayan cultural encircle, and shows the importance of the pilgrims routes in North-West India 
and Pakistan  where along the Indus Jhelum　and Swat river. The pilgrim routes where connected from 
Central Asia to the South-East Asia via North India. Finally these routes had roles as the bridge to
 developing arts styles by the Gandhara and Mathura　in the North India, Gupta and Post Gupta　style
 to North India and Tibet. 
  In addition, the relics appeared in pilgrims routes had other evidence as bridge of the 
monasteries connect to the encircle of Himalayan culture to developing Buddhism, Tantric Buddhism, 
Hindu, West Asia influences and traditional local religious. 

研究分野：工芸美術
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１．研究開始当初の背景 

 ヒマラヤ山脈をかこむ周縁各地は、地勢的

にユーラシア大陸の東西南北の中央部に位

置する。このため古くから山岳、精霊、呪術

的な土着の信仰のもとイスラム、ヒンドゥ教、

仏教(密教)が栄え神秘的なイメージがある。

しかしこのヒマラヤ山脈とその周縁各地一

帯にも情報化、グローバル化の波が及び、文

化的な衝突が生じる地域へと変化している。 

歴史的にヒマラヤの周縁一帯が果たした

東西の文化交流における役割は、南のインド

大陸と北の内陸部－中央アジア、チベット、

中国西域と結びつける機能を担ってきた。 

なかでも紀元前から１千年紀にかけて仏教

の国際化は、古代のインドと中央アジアを巡

礼･交易路で結びヒマラヤの四方の各地から

汎アジアにおよぶ一大文化圏を形成した。 

ヒマラヤ一帯は、歴史・文化的に孤立地帯で

あると同時に流･出入を繰り返す回廊部に位

置するため、今もなお地域紛争として、ヒン

ズー教徒とイスラム教徒間・インドのジャム

カシミ－ル州とパキスタン・パキスタン・カ

イバルパクトヮン州の紛争、インドとバング

ラディシュ、ならびにミャンマーの仏教とバ

ングラディシュのイスラム教徒間の宗教、民

族間紛争が続いている。 

こうした状況をかかえたヒマラヤ一帯は、地

域一帯の民族や文化的な混乱に歯止めなき

まま歴史･文化、地域の伝統的な文化的な変

容、あるいは喪失の危機が加速している。 

本研究は、古代より東西と南北世界とその

文明の十字路を担った歴史を背景にして、ヒ

マラヤをとりまく各地の信仰とその造形・表

現について基層文化を調査し、今日的な状況

を見いだす必要がある。 

 

２．研究の目的 

研究目的は,ヒマラヤ一帯に今も信仰が息

づく世界的に独自性ある仏教-密教の文化が

温存されてきた。この地域一帯の信仰とその

造形・表現を対象に、工芸の造形(密教荘厳

具)の静態性とその表現(法舞,祭祀儀礼)の

動態性を注目し、信仰を実践する場を形成す

る点(信仰拠点の寺院･聖地)—線(巡礼路･経

路)—面(文化圏)の様相の現地調査にある。 

この地の文化・伝統をなすインドの精霊、

呪術的、山岳部の信仰に根付き発展したヒン

ズーや仏教を含め様々な信仰を荘厳する文

化的内容について｢ヒマラヤをめぐり展開さ

れた工芸の造形と表現｣を主題にした本研究

によって当地一帯の文化的な基層の解明を

めざす。 

 

３．研究の方法 

 ヒマラヤをとりまく基層の文化的様相を

現地調査するため採用した方法は、現地調査

を以下の視点からすすめる点にある。 

その調査の視点は、仏教(密教)信仰を実践の

場を形成する点(信仰拠点の寺院･聖地)—線

(巡礼路)—面(文化圏)を調査対象の基本視座

においた。そして各調査地において (1)密教

(仏教)工芸の造形(荘厳具)の静態性とその

表現(法舞,祭祀儀礼)の動態性を、(2) 現地

調査による資料の収集、および立体 3次元画

像による資料記録と収集により (3)ヒマラ

ヤ一帯をとりまく信仰の基層文化を段階的

に解明を目指す方法をとっている。 

 

４．研究成果 

 本研究による横断的かつ縦断的現地調査

は、インドとパキスタン、インド－バングラ

ディシュといったニケ国間において両国の

研究者が研究交流できない地域に対し相互

の地域に調査を実施できた。すなわち１）イ

ンド・ジャムカシミ－ル州/ヒマルチュリプ

ラディシュ州およびパキスタン･カイバルパ

クトゥン州、２）インド・チャッテシガル州、

オリッサ州－バングラディシュ、３）チベッ

ト自治区－青海省、モンゴル･ウランバート

ルのチベット文化圏の調査が実現した。 



本研究による広域的現地調査の成果は、ヒマ

ラヤをめぐり展開された造形と表現の内容

についてヒマラヤをとりまく信仰の基層文

化の内容が現地調査から確認でき、『インド

からヒマラヤを越え中国に伝わった仏像』な

ど発表論文などに記した研究成果をあげた。 
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